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平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
は
、６
月

11
日
に
開
会
し
、「
市
道
路
線
の
認
定
に

つ
い
て
」な
ど
、市
長
提
出
議
案
17
件
を

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
、承
認
並
び
に
同
意
し
、

６
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
本
年
４
月
か
ら
の
大
阪
府
営

水
道
用
水
供
給
料
金
１
㎥
当
た
り
10
円

10
銭
の
値
下
げ
に
伴
い
、
10
月
１
日
か

ら
水
道
料
金
の
基
本
料
金
に
つ
い
て
、

一
般
用
80
円
、
湯
屋
用
２
６
０
０
円
の

値
下
げ
及
び
メ
ー
タ
ー
料
の
廃
止
等
を

行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
本
市
の
基
本
水
量
の

10
㎥
以
下
と
11
〜
20
㎥
の
使
用
量
の
戸

数
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
１
月
当
た
り

の
使
用
水
量
が
10
㎥
以
下
の
戸
数
は
、

２
万
１
２
１
５
戸
で
全
戸
数
の
33
％
、

11
〜
20
㎥
の
戸
数
は
、
２
万
５
９
３
１

戸
で
40
％
と
な
っ
て
お
り
、
20
㎥
ま
で

で
73
％
を
占
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い

平
成
22
年
度
門
真
市
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
が
提
案
さ
れ
、
審

査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常
任
委

員
会
で
は
、
今
回
の
補
正
に
つ
い
て
の

市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
本
市
の
財
政
状
況
に
お
け
る
連

結
実
質
赤
字
比
率
を
含
む
財
政
４
指
標

や
水
道
事
業
会
計
の
健
全
経
営
維
持
の

問
題
、
水
道
料
金
や
老
朽
管
更
新
な
ど

市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
府
内
各
市
の

状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
大
局
的
に
判
断

し
た
結
果
、
す
べ
て
を
水
道
料
金
で
還

元
す
る
こ
と
は
、
今
後
増
大
す
る
施
設

更
新
費
用
も
勘
案
す
る
と
好
ま
し
く
な

い
と
の
考
え
か
ら
、
市
民
へ
直
接
的
に

還
元
す
る
方
法
と
し
て
、
水
道
料
金
の

　

門
真
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
23
年
４
月
か
ら
弁
天
池

公
園
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
同
制
度
導
入
の
理
由

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
同
公
園
の
維
持

管
理
は
、
現
在
、
樹
木
剪
定
、
草
木
の

植
え
か
え
、
噴
水
設
備
管
理
等
の
多
種

多
様
な
業
務
を
個
別
に
委
託
し
て
い
る

が
、
同
制
度
導
入
に
よ
り
、
委
託
契
約

業
務
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
民
間
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
期

待
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
指
定
管
理
者
が
同
公
園
駐
車

場
の
利
用
料
金
を
30
分
当
た
り
１
５
０

円
の
範
囲
内
で
定
め
る
も
の
と
す
る
と

規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
料

金
の
算
定
根
拠
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

本
市
使
用
料
及
び
手
数
料
の
見
直
し
に

関
す
る
指
針
に
基
づ
き
算
出
し
た
も
の

で
、
用
途
や
地
域
性
は
考
慮
し
て
い
な

い
が
、
今
後
、
指
定
管
理
候
補
者
が
規

定
の
範
囲
内
で
提
案
し
、
市
長
が
承
認

す
る
額
と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
同
制
度
導
入
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
指
定

管
理
者
の
募
集
を
７
月
、
８
月
の
広
報

か
ど
ま
及
び
７
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
９
月
初
旬
ま
で
募
集
す

る
。
そ
の
後
、
９
月
中
旬
か
ら
外
部
の

　

平
成
22
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
４
０
４
４
万
７
０

０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
４

９
４
億
２
４
４
４
万
７
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
、
本
案
は
関
係
各
常
任
委
員

会
に
分
割
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま

し
た
。　

　

建
設
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
通
学

児
童
の
安
全
確
保
の
た
め
に
委
託
料
が

計
上
さ
れ
た
交
通
誘
導
員
の
配
置
予
定

箇
所
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
二

島
小
学
校
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
市

道
下
三
ツ
島
南
北
３
号
線
と
第
２
京
阪

道
路
の
側
道
２
本
が
交
差
す
る
地
点
の

信
号
機
が
な
い
横
断
歩
道
２
カ
所
に
、

信
号
機
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
配

置
す
る
も
の
で
、
信
号
機
の
具
体
的
な

設
置
期
日
は
未
定
で
あ
る
が
、
今
年
度

中
に
設
置
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
建
築
等
技
術
者
派
遣
委
託
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
委
託

の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
夏
休
み

か
ら
本
格
実
施
す
る
小
・
中
学
校
耐
震

工
事
の
工
事
監
理
を
初
め
、
今
後
、
事

業
課
か
ら
依
頼
が
あ
る
工
事
の
設
計
、

積
算
及
び
工
事
監
理
を
技
術
者
の
派
遣

委
託
に
よ
り
12
月
ま
で
行
う
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
小
・
中
学
校
耐
震

工
事
の
内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
耐

震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
学
校
ご
と

に
必
要
な
補
強
量
や
補
強
箇
所
に
応

じ
、
経
済
性
や
施
工
性
等
か
ら
そ
の
学

校
に
適
し
た
方
法
を
採
用
す
る
も
の

で
、
補
強
が
必
要
な
壁
に
は
、
開
口
部

を
小
さ
く
し
た
り
、
壁
の
厚
み
を
増
し

た
り
、
鉄
骨
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ブ
レ

ー
ス
を
取
り
付
け
て
、
ま
た
、
柱
に
つ
い
て

も
、
鋼
板
や
カ
ー
ボ
ン
繊
維
を
巻
き
つ
け
て
補

強
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
同
工
事
期
間
中
の
児
童
・
生
徒
の
安

全
対
策
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
学
校
に
よ
り
違

い
は
あ
る
が
、
夏
休
み
期
間
中
は
、
屋
内
の
作

業
箇
所
に
立
ち
入
り
で
き
な
い
よ
う
囲
い
を
施

し
、
２
学
期
か
ら
は
、
土
日
な
ど
の
休
校
日
に

作
業
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
外
部
に

は
、
高
さ
１
・
８
ｍ
の
仮
囲
い
な
ど
に
よ
り
作

業
ス
ペ
ー
ス
と
の
区
域
分
け
を
す
る
と
と
も

に
、
工
事
車
両
が
敷
地
内
に
進
入
す
る
際
に

は
、
常
駐
の
ガ
ー
ド
マ
ン
の
誘
導
で
安
全
確
保

を
行
い
、
さ
ら
に
施
工
業
者
に
対
し
て
も
、
本

市
職
員
が
各
現
場
を
巡
回
し
て
工
事
監
理
を
行

う
こ
と
で
、
安
全
管
理
の
指
導
徹
底
を
図
り
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
派
遣
業

務
委
託
の
理
由
、
市
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工

芝
張
り
か
え
の
内
容
と
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

　

交通誘導員の
配置など

交通誘導員の
配置など

交通誘導員の
配置など

第２回定例会

値
下
げ
及
び
メ
ー
タ
ー
料
の
廃
止
、
間

接
的
に
還
元
す
る
方
法
と
し
て
、
施
設

更
新
費
用
に
充
当
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
お
り
、
割
合
は
、
お
お
む
ね
２
対
１

を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
今
後
増
大
す
る
老
朽

管
更
新
や
施
設
耐
震
化
に
重
点
を
置
く

べ
き
と
の
考
え
か
ら
市
の
見
解
を
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
中
期
水
道
施
設
整
備
計

画
に
お
い
て
、
老
朽
管
更
新
に
つ
い
て

は
、
管
路
の
老
朽
度
、
事
故
危
険
度
、

漏
水
、
水
理
条
件
、
耐
震
性
等
を
総
合

的
に
評
価
し
て
優
先
順
位
を
定
め
、
地

震
が
発
生
し
て
も
医
療
機
関
、
避
難
所

等
で
水
が
使
え
る
よ
う
に
、
主
要
配
水

管
は
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て

お
り
、
下
水
道
工
事
に
伴
う
移
設
工
事

な
ど
の
際
に
も
、
耐
震
管
に
入
れ
か
え

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
に
係
る
経
費
と
し
て

は
、
老
朽
管
更
新
に
今
後
10
年
間
で
約

１
８
５
億
円
、
中
期
水
道
施
設
整
備
計

画
に
お
け
る
22
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で

の
主
要
配
水
管
及
び
施
設
耐
震
化
等
の

整
備
に
約
23
億
５
０
０
０
万
円
の
費
用

が
必
要
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本

案
は
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

学
識
経
験
者
等
を
含
む
選
定
委
員
会
を

３
回
開
催
の
上
、
公
平
性
及
び
透
明
性

の
確
保
に
十
分
留
意
し
て
11
月
に
指
定

管
理
候
補
者
を
決
定
し
、
12
月
議
会
で

の
議
決
を
経
て
、
23
年
４
月
か
ら
導
入

す
る
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
へ
の
ド
ッ

グ
ラ
ン
設
置
提
案
の
考
え
、
駐
車
場
有

料
化
に
伴
う
不
法
駐
車
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

議
会
の
あ
ゆ
み

（
平
成
22
年
６
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

６
・
４　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

11　

本
会
議
（
第
２
回
定
例
会
開
会
）

　
　

14　

民
生
常
任
委
員
会

　
　

15　

建
設
文
教
常
任
委
員
会

　
　

16　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

17　

総
務
水
道
常
任
委
員
会　

　
　

22　

本
会
議
（
第
２
回
定
例
会
閉
会
）

７
・
16　

淀
川
左
岸
治
水
促
進
期
成
同
盟

　
　
　
　

総
会

　
　
　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
財
政

　
　
　
　

委
員
会

　
　

22　

行
財
政
改
革
推
進
特
別
委
員
会

　
　

27　

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
議
会

　
　
　
　

臨
時
会

　
　
　
　

く
す
の
き
広
域
連
合
議
会
臨
時
会

　
　

28　

飯
盛
霊
園
組
合
議
会
定
例
会

弁 天 池 公 園

水
道
条
例
の
一
部
改
正

水
道
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　

17
議
案
を
可
決

　
　
　
　
　

17
議
案
を
可
決

水
道
料
金

値
下
げ

水
道
料
金

値
下
げ

　

弁
天
池
公
園
へ

　
　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

　

弁
天
池
公
園
へ

　
　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

補正予算を可決補正予算を可決

ど
な
ど
な



■議会で決まったこと
番　号 件　　　　　名 議決結果

■市政に対する一般質問
質　　問　　要　　旨 質　　問　　要　　旨

かどま議会だより 156 _裏面 サイズ 273mm（W） × 403mm（H）

平成22年８月１日
議　会　だ　よ　り

門真市土地開発公社の経営状況について　
平成21年度門真市一般会計繰越明許費繰越計算書について　
平成21年度門真市公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書
について　
専決処分の承認を求めることについて（門真市国民健康保険条例
の一部を改正する条例について）　
専決処分の承認を求めることについて（平成22年度門真市国民健
康保険事業特別会計補正予算（第１号）について）　
市道路線の認定について　
門真市立浜町中央小学校校舎棟増築工事請負契約の締結について　
門真市立古川橋小学校耐震補強工事請負契約の締結について　
門真市立門真小学校校舎耐震補強工事請負契約の締結について　
訴訟上の和解について　
北河内夜間救急センター協議会規約の一部変更に関する協議につ
いて　
門真市税条例の一部改正について　
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部改正について　
門真市都市公園条例の一部改正について　
門真市水道条例の一部改正について　
平成22年度門真市一般会計補正予算（第１号）　
平成22年度門真市老人保健事業特別会計補正予算（第１号）　
平成22年度門真市水道事業会計補正予算（第１号）　
公平委員会委員の選任について　
門真市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

議決不要

議決不要

議決不要

承　　認
 

承　　認
 
可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

同　　意

可　　決

１　自治基本条例について
　⑴　自治体の憲法、最高法規について
２　重要な施策の条例制定について
　⑴　行政全般における事業、制度等の条例化につい
　　て
３　１８歳成人について
　⑴　１８歳からの政治参加について
　⑵　投票権年齢について
１　三ツ島地域の住居表示について
　⑴　早期の実施について
２　第２京阪道路開通後の問題について
　⑴　環境対策について
　⑵　交通安全対策について
　⑶　「緑立つ道」にふさわしい植栽にすることについ
　　て
１　次世代育成支援後期行動計画の位置づけと内容
　について
２　認可保育所の増設について
３　児童虐待防止対策について
４　就学援助制度について
１　福祉施策について
　⑴　障がい者施策について
　⑵　保護行政について
　⑶　国民健康保険について
１　工業系まちづくりの進捗状況について
２　市営住宅跡地の汚染問題について
３　就学援助事業における医療券発行について
１　児童虐待について
　⑴　児童虐待の実態について

　⑵　児童虐待防止の取り組みについて
２　高齢福祉について
　⑴　ポイント制度による介護ボランティア活動の導入に
　　ついて
１　教育施設における補助金の有効活用について
２　学校統廃合に伴う跡地の再整備について
１　事業仕分けについて
　⑴　これまでの経過について
　⑵　抽出された事業の根拠等について
　⑶　事業仕分けの諸問題について
２　一中・六中の統合について
　⑴　進捗状況について
　⑵　詳細設計に向けた意見聴取等について
　⑶　今後のスケジュール等について
３　小学校の安全警備員の廃止について
　⑴　地域、学校、保護者への説明等について
　⑵　廃止を延期し、安全確保に万全を尽くすことにつ
　　いて
１　低炭素社会の構築について
　⑴　地球温暖化について
　⑵　温室効果ガスの抑制について
　⑶　再生可能エネルギーについて
１　電子自治体への取り組みについて
　⑴　構想及びスケジュールについて
　⑵　無線ＬＡＮスポットの整備について
２　姉妹都市のあり方について
　⑴　交流の現状と今後について
１　入札について
　⑴　入札のあり方について

  

門
真
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
個
人
市
民
税

の
扶
養
控
除
見
直
し
に
伴
う
扶
養
親
族

の
申
告
に
係
る
規
定
整
備
、
非
課
税
口

座
内
少
額
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所

得
及
び
株
式
譲
渡
所
得
等
の
非
課
税
措

置
の
創
設
等
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
扶
養
控
除
見
直
し
の

内
容
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
24
年
度
分

の
個
人
住
民
税
か
ら
、
一
般
扶
養
控
除

の
う
ち
、
子
ど
も
手
当
の
支
給
対
象
と

重
な
る
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
係
る

年
少
扶
養
控
除
33
万
円
と
、
高
校
の
実

質
無
償
化
に
伴
い
16
歳
以
上
19
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
係
る
特
定
扶
養
控
除
の

上
乗
せ
部
分
12
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
廃
止

す
る
も
の
で
、
対
象
者
１
人
当
た
り
の

負
担
増
額
は
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止

に
よ
り
、
お
お
む
ね
市
民
税
２
万
円
、

府
民
税
１
万
３
０
０
０
円
の
合
計
３
万

３
０
０
０
円
、
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗

せ
部
分
の
廃
止
に
よ
り
、
お
お
む
ね
市

　

北
河
内
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー
協
議
会

規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
北
河
内
７
市
で
共
同

運
営
し
て
い
る
北
河
内
夜
間
救
急
セ
ン

タ
ー
を
、
寝
屋
川
市
か
ら
枚
方
市
民
病

院
に
隣
接
す
る
枚
方
市
保
健
セ
ン
タ
ー

に
移
設
す
る
と
と
も
に
、
同
病
院
を
二

次
救
急
に
特
化
す
る
こ
と
で
、
医
師
及

び
医
療
機
関
の
集
約
化
に
よ
る
適
正
医

療
の
提
供
や
医
師
の
負
担
軽
減
等
を
図

り
、
持
続
可
能
な
夜
間
の
小
児
救
急
医

療
体
制
を
構
築
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た

民
税
７
２
０
０
円
、
府
民
税
４
８
０
０

円
の
合
計
１
万
２
０
０
０
円
に
な
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
非
課
税
口
座
内
少
額
上
場
株

　

門
真
市
立
浜
町
中
央
小
学
校
校
舎

　

棟
増
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　
　

２
億
２
９
４
７
万

　
　
　
　
　
　
　

９
６
０
０
円

　

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月
31
日

　　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
本
市
で
の
受
注
実
績

が
な
い
市
外
業
者
が
落
札
し
た
こ
と
か

ら
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
下
請
業

者
へ
の
不
適
正
な
発
注
や
未
払
い
に
対

す
る
市
の
対
応
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

現
在
、
契
約
時
に
請
負
業
者
へ
施
工
上

の
留
意
事
項
を
配
付
し
、
適
正
な
下
請

契
約
の
締
結
、
下
請
代
金
の
支
払
い
を

行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
不
適
正
な

元
請
下
請
関
係
に
お
い
て
は
、
建
設
業

法
に
違
反
す
る
行
為
が
、
認
識
の
な
い

ま
ま
行
わ
れ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
た

め
、
違
反
行
為
を
未
然
に
防
ぎ
、
公
正

　

去
る
５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
第
86

回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お

い
て
永
年
勤
続
議
員
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

本
市
議
会
か
ら
も

　

（
15
年
表
彰
）

　

田　

伏　

幹　

夫　

議
員

　

（
10
年
表
彰
）

　

五　

味　

聖　

二　

議
員

が
表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
透
明
な
取
引
の
実
現
が
図
れ
る
よ

う
周
知
等
に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
こ

と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
２
件
の
契
約
に
つ
い
て

も
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
立
古
川
橋
小
学
校
耐
震
補

　

強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　
　

１
億
７
３
６
４
万

　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
０
円

　

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
11
月
30
日

　

門
真
市
立
門
真
小
学
校
校
舎
耐
震

　

補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

契
約
の
方
法　

一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　
　

１
億
５
３
０
９
万
円

　

工　
　
　

期　

議
決
の
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
11
月
15
日

　

本
案
は
、
本
町
地
区
防
災
街
区
整
備

事
業
で
整
備
さ
れ
る
本
町
９
号
線
ほ
か

３
路
線
を
、
市
道
路
線
と
し
て
新
規
に

認
定
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
建
設
文
教
常

任
委
員
会
で
は
、
本
町
地
区
防
災
街
区

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
21
年
11
月
27
日
の
都
市
計
画
審

議
会
を
経
て
、
12
月
10
日
付
で
都
市
計

画
決
定
が
告
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
個
人

施
行
で
行
う
本
事
業
の
施
行
認
可
が
22

年
３
月
31
日
付
で
公
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
本
町
自
治
会
館
の
移
転
協
議
も
整

っ
た
こ
と
か
ら
、
３
月
中
旬
に
建
物
除

式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
の
非
課
税
措

置
の
目
的
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
上
場

株
式
の
国
税
・
地
方
税
合
わ
せ
て
10
％

に
軽
減
さ
れ
て
い
る
税
率
が
、
24
年
か

ら
20
％
の
本
則
税
率
に
切
り
替
わ
る
こ

と
に
伴
い
導
入
さ
れ
る
も
の
で
、
株
式

市
場
へ
の
個
人
の
参
加
を
促
進
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。

却
を
完
了
し
、
５
月
17
日
に
近
隣
住
民

へ
の
地
元
説
明
会
を
開
催
し
、
都
市
再

生
機
構
と
と
も
に
本
事
業
に
対
す
る
協

力
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
可
決

し
ま
し
た
。

も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
設
置
の
こ
れ

ま
で
の
経
緯
と
役
割
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
昭
和
50
年
代
に
は
北
河
内
各
市
に

休
日
診
療
所
が
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、

医
療
機
関
の
診
療
時
間
外
で
あ
る
平
日

夜
間
の
体
制
に
つ
い
て
は
未
整
備
と
な

っ
て
い
た
た
め
、
北
河
内
各
市
及
び
関

係
機
関
と
協
議
の
上
、
昭
和
55
年
７
月

１
日
に
、
７
市
が
共
同
運
営
す
る
協
議

会
方
式
に
よ
る
同
セ
ン
タ
ー
が
寝
屋
川

市
に
開
設
さ
れ
、
北
河
内
地
域
に
お
け

る
３
６
５
日
の
救
急
医
療
体
制
の
確
保

に
寄
与
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
平
成

20
年
度
か
ら
は
内
科
を
廃
止
し
、
小
児

科
の
み
の
診
療
体
制
と
な
り
、
診
療
時

間
を
延
長
し
、
小
児
救
急
医
療
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状

況
、
移
設
の
周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
は
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
６
月
11
日
の
定
例
会

の
開
会
に
先
立
ち
、
表
彰
状
の
伝
達
を

行
い
、
満
場
の
拍
手
で
そ
の
栄
誉
を
た

た
え
、
ま
た
園
部
市
長
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

田
伏
議
員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

枚
方
市
へ
の
移
設
を
協
議

北
河
内
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー

市
道
路
線
の
認
定

市
道
路
線
の
認
定

中 

道 

秀 

樹
 

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

 　

 

門
真
市
打
越
町
24
番
20
号

な
か    

み
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ひ
で　

  

き

人
事
案
件
に
同
意

人
事
案
件
に
同
意

永年勤続議員へ永年勤続議員へ

表彰状を伝達表彰状を伝達表彰状を伝達契
約
案
件
を
可
決

報告第 ２ 号

報告第 ３ 号

報告第 ４ 号

承認第 ７ 号
　
承認第 ８ 号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２７号

議案第２８号

議案第２９号

議案第３０号

議案第３１号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

市
税
条
例
を
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正

市
税
条
例
を
改
正

扶
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直
し
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ど 

扶
養
控
除
の
見
直
し
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北
河
内
夜
間
救
急
セ
ン
タ
ー


